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東
日
本
大
震
災
の

　

 

復
旧
・
復
興
に
奮
闘

搬
入
さ
れ
た
震
災
が
れ
き
の
仕
分
け
作
業（
左
奥
）を
視
察
す
る

山
口
代
表（
中
央
手
前
）と
石
田
衆
院
議
員（
右
か
ら
２
人
目
）ら

＝
12
月
５
日
　
都
内

石田 祝稔
プロフィール

生年月日
家族構成

昭和 26年 9月1日
妻と一男二女

いしだ のりとし

東京事務所　〒100－8982
                  東京都千代田区永田町 2－1－2
　　　　　　衆議院第 2議員会館 1024 号
TEL 03－3508－7472  FAX 03－3508－3352

昭和２６年　高知県高知市生まれ
　　　　　 高知市立旭小学校、西部中学校卒業
昭和４５年　高知県立高知追手前高等学校卒業
昭和５３年　創価大学大学院修士課程修了
昭和５４年　東京都職員となり福祉の現場で働く
平成  ２年　衆議院議員　初当選
平成５年、１５年、１７年、２１年
衆議院議員当選　現在５期
＜国会・政府役職＞　
経済産業委員長　大蔵政務次官
厚生労働副大臣
農林水産副大臣を歴任
＜所属委員会＞　　　
農林水産委員会理事　
災害対策特別委員会理事
東日本大震災復興特別委員会理事
＜公明党役職＞　　　
中央幹事　四国方面議長
政務調査会副会長　農林水産部会長
東日本大震災対策本部事務局長

（掲載記事については、公明新聞より抜粋・要約しています。）
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東
日
本
大
震
災
の
復
旧
・
復
興
に
奮
闘

復
興
特
区
法
、復
興
庁
設
置
法
が
成
立

国
民
の
声
を
尊
重
せ
よ

台
風
６
号
被
害
、早
期
復
旧
を

奈
良
の
災
害
現
場
を
調
査

核
廃
絶
を
世
界
の
潮
流
に

公
明
新
聞
で
党
勢
拡
大

四
国
各
地
で
街
頭
演
説

　
12
月
９
日
、
第
１
７
９
回
臨
時
国
会
が
閉
幕
し

ま
し
た
。
３
月
11
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災

か
ら
の
復
旧
・
復
興
と
東
京
電
力
福
島
第
１
原
子

力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
被
害
の
問
題

解
決
の
た
め
、
51
日
間
に
わ
た
り
予
算
お
よ
び
法

律
等
に
つ
い
て
の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
本
格
的
復
興
予
算
で
あ
る
第
３
次
補
正
予
算
案

は
、
10
月
28
日
、
震
災
発
生
か
ら
７
カ
月
以
上
も

の
時
間
を
経
て
よ
う
や
く
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
ス

ピ
ー
デ
ィ
な
対
応
が
必
要
だ
と
重
ね
て
訴
え
て
き

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
菅
前
首
相
が
自
ら
の
政
権

延
命
を
図
っ
て
第
２
次
補
正
予
算
を
提
出
し
た
た

め
に
、
政
府
の
対
応
を
決
定
的
に
遅
ら
せ
て
し

ま
っ
た
こ
と
は
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
政
権
の
大
失
政
に
よ
る
一
番
の
被
害

者
は
国
民
で
あ
り
、
な
か
ん
ず
く
東
日
本
大
震
災

の
被
災
者
の
方
々
で
あ
り
ま
し
た
。
３
次
補
正
予

算
の
成
立
は
11
月
21
日
、
東
北
地
方
に
は
す
で
に

早
い
冬
が
訪
れ
て
い
ま
し
た
。

　
６
月
に
成
立
し
た
東
日
本
大
震
災
復
興
基
本
法

で
、
公
明
党
は
「
復
興
債
の
発
行
」「
復
興
特
区

制
度
」「
復
興
庁
設
置
」
な
ど
を
主
張
し
、
こ
れ

を
盛
り
込
み
ま
し
た
が
、
今
国
会
で
は
３
次
補
正

と
と
も
に
、復
興
推
進
の
た
め
の「
特
区
法
案
」「
復

興
庁
設
置
法
案
」
な
ど
重
要
法
案
の
審
議
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
復
興
債
に
つ
い
て
は
、
そ
の
償
還
の
道
筋
を
明

ら
か
に
す
る
た
め
に
歳
出
削
減
と
税
外
収
入
の
最

大
限
の
確
保
を
明
確
に
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
復
興
特
区
法
案
の
修
正
で
は
、
政
府
原
案
で
抜

け
落
ち
て
い
た
「
条
例
上
書
き
規
定
」
を
、
国
会

の
機
能
・
権
限
の
強
化
に
よ
り
、
被
災
自
治
体
の

ニ
ー
ズ
を
迅
速
に
実
現
で
き
る
よ
う
担
保
し
ま
し

た
。
ま
た
復
興
庁
に
つ
い
て
は
、
当
初
メ
デ
ィ
ア

か
ら
「
ス
ー
パ
ー
官
庁
骨
抜
き
」
と
揶
揄
さ
れ
た

政
府
案
に
大
胆
な
見
直
し
を
加
え
、
復
興
の
司
令

塔
と
し
て
の
役
割
を
果
た
せ
る
よ
う
修
正
し
ま
し

た
。

　
公
明
党
は
震
災
発
災
直
後
よ
り
こ
れ
ま
で
政
府

に
対
し
て
７
０
０
項
目
以
上
の
政
策
提
言
を
行
っ

て
参
り
ま
し
た
。
全
て
、
被
災
者
の
方
々
か
ら
直

接
伺
っ
た
お
声
で
あ
り
、
一
日
も
早
い
復
旧
復
興

を
実
現
す
る
た
め
で
あ
り
ま
す
。

　
ま
も
な
く
発
災
か
ら
10
カ
月
。
被
災
廃
棄
物
の

広
域
処
理
の
推
進
な
ど
、
ま
だ
ま
だ
や
る
べ
き
課

題
は
残
さ
れ
て
い
ま
す
。
私
は
公
明
党
の
一
員
と

し
て
、
ま
た
立
法
府
の
一
員
と
し
て
、
ど
こ
ま
で

も
被
災
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
着
実
か
つ
迅
速

な
復
興
を
目
指
し
全
力
で
頑
張
っ
て
参
る
決
意
で

す
。 

　
　
　
　
　 

衆
議
院
議
員

　石
田 

祝
稔  

記

核兵器廃絶への決意を訴える石田衆院議員
（右から3人目）ら＝８月14日　高知市

6.25
南国市
高知

7.2
石井町
徳島

7.17
松前町
愛媛

7.10
琴平町
香川

11.6
日曜市
高知

　
公
明
党
高
知
県
本
部（
池
脇
純
一
代
表
＝
県
議
）は
14
日
、
高
知
市
内
で

街
頭
演
説
会
を
開
催
。こ
れ
に
は
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
の
ほ
か
、
県
議
、
高

知
市
議
が
参
加
し
た
。

　
石
田
議
員
は
終
戦
記
念
日
の
意
義
に
つ
い
て
、「
戦
争
の
な
い
社
会
を
つ

く
る
誓
い
の
日
と
し
て
後
世
に
引
き
継
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」と
力
説
。

　
さ
ら
に
非
核
３
原
則
を
掲
げ
る
日
本
の
役
割
に
触
れ
、「
核
兵
器
廃

絶
の
た
め
の
サ
ミ
ッ
ト
を
提
唱
し
て
い
る
公
明
党
は
、”平
和
の
党
“

と
し
て
そ
の
闘
い
の
先
頭
に
立
つ
」と
訴
え
た
。

　
公
明
新
聞
を
軸
に
党
勢
拡
大
を
図
ろ
う

―

と
、
党
高
知
県
本
部
高
知
総
支
部（
山
根

堂
宏
総
支
部
長
＝
高
知
市
議
）
の
大
会
が
11

月
23
日
、
高
知
市
内
で
開
か
れ
た
。こ
れ
に

は
、
石
田
祝
稔
四
国
方
面
議
長
（
衆
院
議
員
）

が
出
席
し
た
。

　
山
根
総
支
部
長

は
今
後
の
活
動
に

つ
い
て
、「
来
年
は

公
明
新
聞
の
創

刊
、『
大
衆
と
と
も

に
』
と
の
立
党
精

神
宣
言
か
ら
50
周

年
を
迎
え
る
大
き

な
節
目
の
年
だ
」

と
し
て
、
党
勢
拡

大
へ
の
取
り
組
み

を
強
調
し
た
。

核
廃
絶
を
世
界
の
潮
流
に

公
明
新
聞
で
党
勢
拡
大
党
高
知
総
支
部
が
大
会

創刊50周年の来年4月
有権者1％の達成を

終
戦
記
念
日
街
頭
演
説

南国市にて街頭演説

石井町にて語る会

松前町にて街頭演説

琴平町にて街頭演説

高知市の日曜市にて街頭演説

南国市にて街頭演説

琴平町にて街頭演説

高知市の日曜市にて街頭演説

各地で街頭
演説

　
ま
た
、
高
木
妙
県
機
関
紙
推
進
委
員
長（
高

知
市
議
）は
、
公
明
新
聞
拡
大
運
動
の
第
１
期

集
中
期
間
の
活
動
に
つ
い
て
、
議
員
率
先
の

長
期
購
読
と
分
会
10
ポ
イ
ン
ト
の
達
成
目
標

を
確
認
。そ
の
上
で
、「
か
つ
て
な
い
拡
大
の

波
を
起
こ
し
、
創
刊
50
周
年
を
迎
え
る
来
年

４
月
時
点
で
、
高
知
総
支
部
と
し
て
有
権
者

比
１
％
を
達
成
し
よ
う
」と
訴
え
た
。

　
登
壇
し
た
石
田
議
長
は
、
復
興
基
本
法
の

成
立
な
ど
東
日
本
大
震
災
の
対
応
に
つ
い

て
、「
公
明
党
が
現
場
の
声
を
伝
え
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
政
党
と
し
て
力
を
発
揮
し
た
」
と
力

説
。そ
の
一
方
、
年
金
論
議
や
環
太
平
洋
連
携

協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）を
め
ぐ
る
民
主
党
の
迷
走
し

た
拙
速
な
対
応
を
批
判
し
、「
公
明
党
は
国
民

の
た
め
と
い
う
一
点
で
判
断
し
て
い
く
。一

致
団
結
し
て
党
勢
拡
大
に
前
進
し
た
い
」
と

語
っ
た
。

の
り
と
し
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復
興
特
区
法
、復
興
庁
設
置
法
が
成
立

公
明
党
が
リ
ー
ド
衆
院
東
日
本
大
震
災
復
興
特
別
委
員
会

　
　
　
石
田
祝
稔
理
事
に
聞
く

―

手
法
、組
織
、財
源
が
よ
う
や
く

整
い
ま
し
た

　
そ
も
そ
も
、
５
月
13
日
に
内
閣
か

ら
復
興
基
本
法
が
提
出
さ
れ
ま
し
た

が
、非
常
に
中
身
の
薄
い
案
で
、こ
れ

で
は
被
災
地
、
被
災
者
の
期
待
に
到

底
こ
た
え
ら
れ
な
い
、
抜
本
的
に
見

直
し
て
復
興
基
本
法
に
ふ
さ
わ
し
い

案
を
作
ろ
う
と
公
明
党
案
を
ま
と
め

あ
げ
ま
し
た
。復
興
庁
も
、復
興
特
区

も
公
明
党
が
独
自
に
提
案
し
復
興
基

本
法
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。６
月

20
日
に
基
本
法
が
成
立
し
ま
し
た

が
、
政
府
が
復
興
特
区
と
復
興
庁
設

置
の
両
法
案
を
提
出
す
る
ま
で
に
４

カ
月
以
上
も
か
か
り
ま
し
た
。政
府

与
党
の
対
応
は
と
に
か
く
遅
い
の
一

語
に
尽
き
ま
す
。

―

復
興
特
区
の
ポ
イ
ン
ト
は

　
復
興
の
あ
り
方
は
復
興
基
本
法
に

基
づ
い
て
行
う
べ
き
で
す
。復
興
特

区
も
復
興
庁
に
つ
い
て
も
基
本
法
に

ど
う
あ
る
べ
き
か
書
か
れ
て
い
ま

す
。ま
ず
、
復
興
特
区
は
、⑴
企
業
誘

致
促
進
の
た
め
の
強
力
な
法
人
課
税

特
例
⑵
土
地
利
用
の
手
続
き
の
一
元

化
⑶
復
興
特
区
ご
と
に
国
と
地
方
の

協
議
会
設
置
⑷
条
例
に
よ
る
法
律
の

上
書
き
を
認
め
る―

の
４
点
。し

か
し
政
府
案
に
は
”法
律
の
上
書

き
“
が
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
。「
国

の
唯
一
の
立
法
機
関
」
は
国
会
で
あ

る
と
い
う
憲
法
と
の
兼
ね
合
い
で
慎

重
な
意
見
が
あ
っ
た
た
め
で
す
。公

明
党
は
Ｐ
Ｔ
で
議
論
を
重
ね
、
復
興

特
別
意
見
書
な
ど
、
被
災
地
の
ニ
ー

ズ
を
国
会
が
随
時
く
み
上
げ
て
法
制

化
で
き
る
仕
組
み
を
提
案
し
実
現
し

ま
し
た
。被
災
地
の
方
々

か
ら
本
当
に
喜
ん
で
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

―

復
興
庁
設
置
法
の

修
正
に
つ
い
て
は

　
基
本
法
で
は
、復
興
庁

は
役
所
の
縦
割
り
を
排

し
て
一
体
的
に
復
興
事

務
を
処
理
す
る
、権
限
の

強
い
ス
ー
パ
ー
官
庁
と

す
べ
き
だ
と
考
え
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、政
府
案

で
示
さ
れ
た
復
興
庁
は
、

実
施
の
権
限
が
全
く
な

く
、
企
画
立
案
、
総
合
調

整
の
み
の
受
付
官
庁
で

し
た
。当
然
合
意
で
き
な

い
。被
災
地
の
思
い
に
応

え
ら
れ
る
復
興
庁
に
し

た
か
っ
た
か
ら
で
す
。そ

こ
で
、復
興
関
連
予
算
に

つ
い
て
は
財
務
省
へ
の

要
求
か
ら
各
地
方
へ
の

配
分
ま
で
、通
常
な
ら
各

省
が
行
っ
て
い
る
事
務
を
、
復
興
関

連
は
復
興
庁
に
一
元
的
に
集
約
し
ま

し
た
。こ
れ
に
よ
っ
て
実
務
的
な
実

施
権
限
が
、
相
当
程
度
復
興
庁
に

移
っ
た
こ
と
は
評
価
し
て
良
い
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。さ
ら
に
、３

年
後
の
見
直
し
と
復
興
状
況
の
国
会

へ
の
毎
年
報
告
を
義
務
付
け
、
役
所

の
縦
割
り
を
排
し
復
興
推
進
の
た
め

の
国
会
監
視
機
能
を
高
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
公
明
党
独
自
の
提
案
で
す
。

私
は
、
震
災
１
年
の
３
月
11
日
ま
で

に
は
、復
興
庁
、復
興
特
区
が
ス
タ
ー

ト
し
て
い
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
政
府
に
訴
え
て
き

ま
し
た
。

―

今
後
の
課
題
は

　
役
所
は
縦
割
り
に
な
っ

て
い
ま
す
が
、現
場
は
ひ
と

つ
で
す
。復
興
庁
が
役
所
の

縦
割
り
を
超
え
た
仕
事
が

で
き
る
か
、
復
興
局
、
支
所

の
設
置
や
人
事
な
ど
、実
務

が
被
災
地
の
ニ
ー
ズ
と
立

法
趣
旨
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
か
よ
く
見
て
い

か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。ま

た
、復
興
庁
に
は
N
P
O
な

ど
民
間
で
活
躍
す
る
方
や

地
元
の
公
務
員
O
B
な
ど

か
ら
も
人
材
を
登
用
す
べ

き
だ
と
思
い
ま
す
。

―

他
の
課
題
に
つ
い
て

　
福
島
特
別
立
法
、
除
染
、

災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理

な
ど
党
で
推
進
チ
ー
ム
を

作
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
、
災
害
廃
棄
物
の
広
域
処
理
は

早
急
に
進
め
る
べ
き
課
題
の
一
つ
で

す
。復
興
特
別
委
員
会
で
、「
官
房
長

官
が
責
任
を
持
ち
安
全
性
の
問
題
等

に
あ
た
り
、
全
国
に
ど
う
安
心
な
の

か
政
府
挙
げ
て
も
っ
と
明
快
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
」と
訴
え
ま
し
た
。住
民
感

情
も
あ
り
、
受
け
入
れ
る
側
へ
の
配

慮
が
重
要
で
す
。

―

こ
れ
か
ら
の
決
意
を

　
本
格
復
興
は
な
お
こ
れ
か
ら
が
ス

タ
ー
ト
で
す
。立
法
責
任
者
の
一
人

と
し
て
、予
算
、法
律
な
ど
こ
れ
ま
で

に
整
え
た
ツ
ー
ル
が
有
効
に
働
く
よ

う
し
っ
か
り
監
視
し
て
い
き
ま
す
。

現
場
の
復
興
が
日
々
進
む
よ
う
に
、

ど
こ
ま
で
も
被
災
地
に
寄
り
添
い
、

日
々
入
っ
て
く
る
被
災
地
の
方
々
の

生
の
声
に
、
さ
ら
に
丁
寧
に
耳
を
傾

け
、
現
実
の
政
治
に
ど
れ
だ
け
反
映

さ
せ
ら
れ
る
か
が
最
大
の
課
題
で

す
。こ
こ
か
ら
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
政

党
・
公
明
党
の
本
当
の
出
番
だ
と
決

意
を
新
た
に
し
て
い
ま
す
。

公明の提案が出発点
被災地の生の声実現復興庁の権限強化

“法律の上書き”導入

復
興
特
区

①強力な法人課税の特例措置

～公明提案の主なポイント～

②特区ごとの国と地方の協議会設置

③土地利用の手続一元化

④条例による法律の上書き

復興に関する施策の企画立案、
総合調整、実施の権限

復
興
庁

　平成に入って最大級となった台風 12 号被害で、公明党の山
口那津男代表（党台風 12 号災害対策本部長）は 9月17日、先
週の和歌山県、三重県訪問に続いて、被害が甚大な奈良県に
入り、現場調査や自治体首長からの要望聴取、被災者のお見

舞いに奔走した。同対策本部の
白浜一良副本部長（党関西方面
議長）、石田祝稔事務局長（衆院
議員）のほか、岡史朗党県代表、
大国正博党県幹事長の両県議、
同県五條市の山口耕司市議ら
が同行した。

奈良の災害現場を調査

T
P
P
反
対
集
会
で
あ
い
さ
つ

台風6号被害、早期復旧を
石田衆院議員ら現場視察し要望聞く

台風12号災害

森本村長（右から4人目）から坪内地区の被害状況を聞く
山口代表（中央）と石田事務局長（左から2人目）ら＝9月17日
奈良・天川村

防潮堤が決壊した被害現場を視察する
石田衆院議員（左から２人目）ら＝７月23日
　　　　　　　　　　　高知・安芸市

避難所を訪問し被災者を激励する山口代表（左）と
石田事務局長（左から3人目）ら＝9月17日　奈良・五條市

国道493号の崩落現場を視察する石田衆院議員
（右から3人目）ら＝7月23日　高知・北川村

質問する石田祝稔衆院議員＝11月24日　衆院本会議

あいさつする石田部会長＝11月8日 都内

室戸岬漁港の岸壁損壊現場を視察する石田衆院
議員（左から2人目）ら＝7月23日　高知・室戸市

　
公
明
党
農
林
水
産
部
会
の
石
田
祝
稔

部
会
長（
衆
院
議
員
）は
11
月
８
日
、
都

内
で
開
か
れ
た
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
か
ら
日
本
の

食
と
暮
ら
し
・
い
の
ち
を
守
る
国
民
集

会
」（
Ｊ
Ａ
全
中
な
ど
主
催
）に
出
席
し
、

あ
い
さ
つ
し
た
。

　
こ
の
中
で
石
田
部
会
長
は
、
環
太
平

洋
連
携
協
定（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）の
交
渉
参
加
に

反
対
す
る
署
名
が
約
１
１
６
７
万
人
集

ま
っ
た
こ
と
に
触
れ
、「
な
ぜ
政
府
は
こ

の
声
を
聞
こ
う
と
し
な
い
の
か
。も
っ

と
尊
重
す
べ
き
だ
」と
強
調
。そ
の
上
で

石
田
部
会
長
は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
が
日
本
に
本

当
に
必
要
で
あ
れ
ば
、
首
相
自
ら
説
明

し
て
議
論
を
す
べ
き
だ
」と
述
べ
た
。

　
公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
７

月
23
日
、
台
風
６
号
の
直
撃
を
受
け
た

高
知
県
東
部
の
安
芸
市
、北
川
村
、室
戸

市
の
被
害
現
場
を
視
察
し
、
行
政
関
係

者
か
ら
要
望
を
受
け
た
。公
明
党
の
県

議
、地
元
市
議
ら
が
同
行
し
た
。

　
一
行
が
訪
れ
た
安
芸
市
穴
内
で
は
、

高
さ
約
11
メ
ー
ト
ル
の
防
潮
堤
が
３
６
０
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て

決
壊
し
、
海
岸
沿
い
の
自
転
車
道
も
崩
れ
た
状
態
。北
川
村
で
は
国

道
４
９
３
号
の
２
地
点
で
、
土
石
流
に
よ
る
崩
落
が
発
生
し
て
全

面
通
行
止
め
に
。　
ま
た
室
戸
市
で
は
、
室
戸
岬
漁
港
の
岸
壁
が
長

さ
68
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
損
壊
し
て
い
た
。

　
現
地
で
松
本
憲
治
・
安
芸
市
長
、大
寺
正
芳
・
北
川
村
長
、木
下

恵
介
・
室
戸
副
市
長
ら
か
ら
、
応
急
対
策
措
置
と
早
期
復
旧
支
援

な
ど
の
要
望
を
受
け
た
石
田
議
員
は
、「
関
係
当
局
に
状
況
を
伝

え
、迅
速
な
対
応
を
求
め
て
い
く
」と
語
っ
て
い
た
。

国
民
の
声
を
尊
重
せ
よ

石
田
農
水
部
会
長 

高知県
東部

　
ま
た
石
田
部
会
長
は
、
交
渉
の
場
に

早
く
参
加
し
て
ル
ー
ル
作
り
に
加
わ
る

べ
き
だ
と
す
る
意
見
に
対
し
て
、「
例
外

な
き
関
税
撤
廃
と
い
う
ル
ー
ル
が
も
う

決
め
ら
れ
て
い
る
」と
述
べ
、「
Ａ
Ｐ
Ｅ

Ｃ（
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
済
協
力
会
議
）首

脳
会
議
で
の
交
渉
参
加
表
明
は
断
固
認

め
ら
れ
な
い
」と
訴
え
た
。

土砂ダムなど対策探る山口代表ら
党対策本部


